
新
規
公
開
資
料
に
つ
い
て

三
井
文
庫

二
〇
一
七
年
一
一
月
一
日
よ
り
、
「
旧
三
井
物
産
資
料
」
の
う
ち
五

〇
点
を
追
加
公
開
す
る
。

三
井
物
産
で
は
、
取
締
役
会
で
審
議
す
る
議
案
に
は
赤
の
議
案
用
紙

が
、
社
長
・
常
務
取
締
役
の
持
ち
回
り
で
審
議
さ
れ
る
議
案
に
は
青
の

議
案
用
紙
が
用
い
ら
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
「
赤
廻
議
」
「
青
廻
議
（
あ
る
い

は
青
評
議
）
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
。
今
回
公
開
す
る
の
は
、
こ
の
「
赤

廻
議
」「
青
廻
議
」
に
関
連
す
る
以
下
の
資
料
で
あ
る
。

�
Ａ

�
廻
議
箋
一
九
三
一
年
～
一
九
四
一
年
。
請
求
記
号
「
物
産
」

二
六
七
七
～
二
七
〇
九
。
業
務
課
（
業
務
部
・
商
事
部
と
変
遷
、
以
下

同
）
が
発
議
し
た
「
青
廻
議
」
の
議
案
用
紙
（
原
本
）
と
付
属
資
料
、

同
じ
く
「
赤
廻
議
」
の
議
案
用
紙
（
控
え
）
で
あ
る
。

�
Ｂ

�
廻
議
箋
一
九
三
〇
年
～
一
九
四
三
年
。
請
求
記
号
「
物
産
」

二
七
一
〇
～
二
七
一
九
。
業
務
課
以
外
の
課
が
発
議
し
た
「
赤
廻
議
」

並
に
「
青
廻
議
」
の
議
案
用
紙
（
控
え
）
の
う
ち
、
業
務
課
と
関
連
あ

る
も
の
を
業
務
課
で
綴
っ
た
も
の
。

�
Ｃ

�
青

廻
議

付
属

書
類

一
九
四
〇
年
～
一
九
四
一
年
。
請
求
記

号
「
物
産
」
二
七
二
〇
～
二
七
二
二
。
査
業
部
が
発
議
し
た
「
青
廻
議
」

の
議
案
用
紙
（
原
本
）
と
付
属
資
料
。

�
Ｄ

�
赤
廻
議
一
九
三
六
年
～
一
九
三
八
年
。
請
求
記
号
「
物
産
」

二
七
二
三
。
査
業
部
が
発
議
し
た
役
員
差
入
関
係
の
「
赤
廻
議
」
の
付

属
資
料
。

�
Ｅ

�
赤

廻
議

付
属

書
類

一
九
四
〇
年
～
一
九
四
三
年
。
請
求
記

号
「
物
産
」
二
七
二
四
～
二
七
二
六
。
査
業
部
が
発
議
し
た
「
赤
廻
議
」

の
付
属
資
料
（
役
員
差
入
関
係
を
除
く
）。

「
赤
廻
議
」
の
議
案
用
紙
（
原
本
）
は
、
一
九
九
二
年
に
公
開
し
た

「
取
締
役
会
決
議
録
」
に
綴
ら
れ
て
い
る
。
� Ｄ

�
� Ｅ

� は
、
そ
の
う
ち

査
業
部
発
議
の
議
案
に
対
応
す
る
付
属
資
料
で
あ
り
、
「
取
締
役
会
決

議
録
」
に
は
含
ま
れ
て
い
な
い
も
の
で
あ
る
。

「
青
廻
議
」
に
つ
い
て
は
、
二
〇
〇
六
年
と
二
〇
〇
七
年
に
、「
廻
議

綴
」
を
公
開
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
文
書
課
（
文
書
部
）
が
保
存
し
た

「
青
廻
議
」
議
案
（
文
書
課
分
は
議
案
用
紙
の
原
本
と
付
属
資
料
、
他

課
分
は
議
案
用
紙
の
控
え
）
の
綴
り
で
あ
る
。
� Ａ

�
� Ｂ

�
� Ｃ

� の
案

件
は
こ
の
「
廻
議
綴
」
の
中
に
含
ま
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、
� Ａ

�
� Ｃ

�

の
付
属
資
料
は
「
廻
議
綴
」
に
は
含
ま
れ
て
い
な
い
も
の
で
あ
る
。

本
資
料
の
検
索
は
、
閲
覧
室
備
付
の
冊
子
目
録
で
行
う
も
の
と
す
る
。

資
料
は
、
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
画
像
で
の
閲
覧
と
な
る
。

491


